
Entier（エンティア）は現在、カー

ナビゲーション端末内の地図コンテ

ンツを管理するデータベースエンジ

ンとして広く利用され、すでに世界

各国で稼働実績がある。

カーナビゲーション端末はリアル

タイム性能を重視して、μITRON4.0

などのOSを採用するケースが多い。

また、過去に行われた「東京ユビキ

タス計画・銀座」民間参加実験では、

ユビキタス・コミュニケータ内で

ucode情報を処理するデータベース

エ ン ジ ン と し て、T-Kernel 版 の

Entierが民間企業に利用された例も

ある（本誌VOL.111参照）。

なぜカーナビで組込みDBの 
活用が進んでいるのか？

カーナビゲーションシステムは、

約 20 年間にわたりさまざまな進化

を遂げてきた。その中で、地図デー

タなどを格納する記録媒体は、読み

取り専用のCDやDVDなどから、更

新可能な HDD やフラッシュメモリ

へと進化した。さらに、通信インフ

ラの拡充で通信速度が向上し、かね

てから市場のニーズが高かった地図

データのリアルタイム更新が、技術

的には可能になった。

しかし、一般にカーナビ地図の

データフォーマットでは、一定の四

方形（メッシュ）単位で交差点（ノー

ド）と道路（リンク）の情報を管理

しており、この四方形単位でデータ

を更新すると、周辺道路とのつなが

り（リンク）が切れるなどの課題が

ある。

この課題解決の手段として注目さ

れたのが、リレーショナル型のデー

タ ベ ー ス（RDB） の 活 用 で あ る。

RDBで地図のデータを管理すること

により、一定の四方形単位で地図を

更新していた従来の手法に比べて、

より細かい単位で関連するデータの

み更新できるようになり、更新に必

要なデータ量も抑えられる。

たとえば、携帯電話網を使って現

在地付近の地図データだけを更新し

たり、家庭のパソコンを介して都道

府県単位の地図データを更新したり

するなど、用途に応じて更新範囲や

更新手段を選択できるメリットを提

供できる。

さらに、RDBを使うことによって、

車載側でデータを更新するときの電

源遮断に対応しやすいという期待も

高まった。

なぜ日立が組込みDB開発に 
取り組んだのか？

株式会社日立製作所と株式会社日

立ソリューションズでは、1970 年

代から企業システム向けのデータ

ベース製品としてHiRDB（ハイアー

ルディービー）などの開発を通じ、

金融、公共、流通、産業分野で社会

インフラを支えてきた。

システムの根幹にあるデータベー

ス製品に求められたのは、①サービ

スを止めない信頼性（高速リカバリ

技術など）と技術サポート、②デー

タ容量の増大にも耐えうる処理性能

（各種インデックスの実装や並列処

理技術など）、③関連システムとの

連携容易性（オープンアーキテク

チャの採用や、データレプリケー

ション技術）などである。

一方、カーナビゲーションシステ

ムでは、地図の更新サービスを実現

する上で、組込みシステム向けの一

般的な RDB の特性に加え、車載シ

ステムならではの信頼性と、数千万

件という地図データを取り扱う処理

性能が特に求められた。これらの要

求に応えるべく、組込みシステム向

けのRDBの開発に着手した。

しかし、従来からの開発手法のま

までは、システムリソースの制約が

大きいカーナビでの要求性能を満た

すことが難しい。そこで、すべてス

クラッチから新たに設計、開発し直

した組込みシステム専用の RDB を

作ったのだ。それが、2005 年 12

月 に リ リ ー ス し た 新 ブ ラ ン ド

「Entier」である。

Entierの特徴とは？

●車載対応
2005 年 12 月 に リ リ ー ス し た
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Entier のデータベースファイルと

を、1つのデータベースとして透過

的に検索したり更新したりできる機

能をサポートした。

広がるEntierの応用分野

ここまで、カーナビゲーションシス

テムの分野における組込みデータベー

スへの要求と、その要求に応える

Entierの特徴について紹介してきた。

それ以外の分野でも、情報家電

（TV、STB、ホームオーディオ）や

モバイル（携帯電話、業務用情報端

末）、アミューズメント、業務シス

テムの分野などで、Entierの採用が

進んでいる（図3）。

●ネットサービスへの対応を強化
今後はさらに通信インフラが拡充

され、インターネットを介したサー

ビスの進展が想定される。多くの組

込みデバイスは常時ネットワークに

つながるようになり、さまざまな分

野で、双方向のデータ通信サービス

が前提になるはずだ。

それゆえ当社では、組込みデータ

ベース製品に求められる要件とし

て、デバイス側に格納されたデータ

と、ネットワーク上のサービスとが

協調して動作する仕掛けを提供する

ことが重要になると考えている。具

体的には、データの所在を意識する

ことなくデバイス側のデータにも

ネットワーク上のデータにも、アプ

リケーションから透過的にアクセス

できたり、通信の接続状態を意識す

ることなくアクセスできたりする仕

掛けが必要になるだろう。

今後も当社では、これらの技術動

向を踏まえ、市場ニーズを先取りし

たデータベース製品の開発および周

辺サービスの提供を進めていく。

図 3　広がる Entier の応用分野

図 2　追加コンテンツも検索できる拡張運用ディレクトリ
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Entier の Version1 で は、 カ ー ナ ビ

向けの特徴として業界初注1）となる

「空間インデックス」と「絞り込み

インデックス」をサポートした。こ

れにより、少ないシステムリソース

環境でも数千万件という大量の施設

情報をすばやく検索できる。

さらに、半径100m以内の駐車場

や経路沿いの駐車場だけを、現在位

置から近い順に並び替えて表示する

といった複雑な条件の検索ロジック

を、シンプルな SQL で記述できる

ようにした。これによって、アプリ

ケーション開発者の負担を大きく軽

減できる（図1）。

そればかりでなく、車載システム

で必須となる電源遮断時の対応とし

て、データベース更新中でもデータ

の整合性を守る対策を行った。従来

は、ファイルの管理情報を更新して

いる最中に電源が遮断されると、そ

のファイルがオープンできなくなる

恐れがあった。データベースを構成

する重要なファイルがオープンでき

なくなれば、通電後の再起動はもち

ろん、リカバリをかけることもでき

ない。

そこで、データベースアクセスに

最適化したファイルシステムを自製

し、データベースを構成するファイ

ルに応じてデータの上書き禁止や同

期 Write、API 単位での回復点保証

モードを設定できるようにした。こ

のファイルシステムを組み合わせる

ことで、車載に求められる高信頼性

とパフォーマンスの維持を両立して

いる。

●データ圧縮への対応
2009 年 11 月 に リ リ ー ス し た

Version3 では、ハイエンドはもち

ろん、普及帯となるPND（Portable 

Navigation Device） や ロ ー エ ン ド

のナビゲーションシステム向けの市

場ニーズに応えるため、データベー

スの格納効率向上に関する機能強化

を図った。

具体的には、フラッシュメモリや

SD メディアなどの限られたスト

レージ格納領域にコンテンツをより

多く格納できるよう、独自の方式を

用いたデータ圧縮機能をサポートし

た。

これをPNDに適用した場合、デー

タを圧縮しない場合と比べて、施設

情 報 の デ ー タ ベ ー ス 格 納 容 量 を

64.6％注2）に削減できる。この圧縮

方法によって、従来より少容量のス

トレージデバイスで、従来と同等の

サービスを提供できる。そのため、

ストレージデバイスの調達コストを

抑えることができ、量産コストの削

減につなげることができる。

●可搬記録媒体への対応
さ ら に、 利 用 者 が SD カ ー ド や

USBメモリデバイスなどの可搬記録

媒体を経由して、地図や楽曲、動画

などのコンテンツを追加するための

機能強化を図った（図2）。

利用者がグルメ情報など追加の地

図コンテンツを PC 経由で購入し、

SD カードに格納した場合、それを

PND に挿入することで、追加コン

テンツを含めた検索ができる。具体

的には、PND にあらかじめ格納さ

れているEntierのデータベースファ

イ ル と、SD カ ー ド に 格 納 さ れ た

図 1　複雑な空間検索処理も、シンプルな SQL で記述できる

注 1）当社調べ。2005 年 12 月時点で、空間検索機能を実装した初の組込みシステム向け RDB 製品。
注 2）当社試算。試算値は、地域コード（SMALLINT 型）、ジャンルコード（SMALLINT 型）、施設名称（VARCHAR 型）、電話番号（PACK 型）などで

構成される施設情報データベース約 1000 万件を、辞書方式およびハフマン符号化方式を組み合わせて圧縮した場合の測定値。データの内容（同じ
パターンのデータ出現頻度）等により、圧縮効果は増減する。
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